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近代の羅浮山と嶺南道教

志賀市子

はじめに

漢代の頃から丹薬を煉るのに適した仙山として方術家たちに知られていた羅

浮山が、 道教聖地として全国的にその名を馳せるようになったのは、 東晋時代

の神仙家葛洪（283-343)が煉丹と成仙の道を探求するために妻飽姑とともに

入山してからであった。 葛洪が羅浮山で仙化した後、 丹を煉ったとされる東西

南北四ヶ所の庵の跡地にはそれぞれ道観が設立され、 第七洞天、 第三十四福地

の番付で記載される道教聖地へと発展した。 また南朝・梁の時代には禅宗が伝

えられ、 最盛期の唐代には九観十八寺を数えたといわれる。 王承文氏が指摘す

るように、 唐代における羅浮山は、 嶺南地域の地方文化と中原文化、 さらには
インドなどからの外来文化が接触、 交流、 融合することによって豊かな文化資

源が生まれ、嶺南地域における宗教的、文化的な一大中心地となっていった［王

1992]。

宋代になると、 羅浮山には蘇東波を始めとする多くの著名な文人墨客が遠方

から訪れ、 その景勝美を詩に詠うようになった。 また宋明理学の隆盛に伴い、

山中には書院や精舎が建てられ、 嶺南地域における学術中心地の一 つとして明

代末期まで栄えた。 中でも王陽明と並び称される明代の理学者湛若水(1 466-

1560)が、 90歳の高齢を押して羅浮山を訪れ、 朱明洞で講学したエピソ ー ド

は有名である［奈良1998: 223]。

では、 清代以降の羅浮山はいったいどのような状況にあり、 どのような人々

が訪れていたのだろうか。 羅浮山の歴史といえば、 古代の神仙家たちの活躍や

寺観の興隆、 または宋明期に訪れた著名な文人たちの華やかな学術交流などが

必ず話題となるが、 一 方で、 清代から近現代までの四、 五百年に及ぶ歴史につ

いては、 これまであまり取り上げられて来なかった。 そこで本稿では清代の羅

浮山道教を概観し、 さらに清末から近代にかけて羅浮山を拠点として活動した

道教人士に焦点をあててみたい。 彼らはなぜ羅浮山を拠点としたのか。 また羅
浮山においてどのような活動を行なっていたのだろうか。彼らの活動を通して、

羅浮山が近代の嶺南道教史上において果たした役割について考えてみたい。

1. 清代の羅浮山と道教

羅浮山に限らず、 従来の中国道教史研究においては、 清代や近代の道教は停

滞、 衰退、 俗化（民間化）というパラダイムで語られる傾向が強かった。 だ



が、 近年は近代の地方道教史への関心が高まり、 実証的な研究が積み重ねられ

つつある＂ 。 広東地域を対象とした道教史研究では、 香港の道教研究者である

黎志添が、 碑刻資料や明清期に編纂された地方 志などの歴史資料と羅浮山を訪
れた文人の遊記や詩文などを資料として用いながら、 清代羅浮山における道教

教派の推移や道観の興隆の歴史を丹念に辿り、 大きな成果を上げている［黎

2007] 。

黎志添によれば、 羅浮山道教の中心的役割を担っていた沖虚観の場合、 明の
永楽年間から万暦年間まで繁栄が続いたが、 それ以降は凋落の一途を辿り、 清

代初頭には「荒涼零落」という状況に陥っていた。 沖虚観の建物が改修され、

道士たちがもどってきたのは、 康煕三十七年(1698)、 山東出身の全真教龍門

派の道士杜陽棟が住持となってからであった。 その後やはり山東出身の龍門派

第十一 代道士曾一貫が、 葛洪が丹を練った北山庵の地とされる蘇醒洞を再興し

た。 さらに康熙年間には山東出身の峙山派道士が羅浮四庵の一 つ西 山庵があっ

たと伝 えられる黄龍洞に道場を開き、 ここは後に黄龍観となった。 こうして見

ると、 清代康熙年間は、 羅浮山道教にとって大きな節目の時期であったことが
わかる［黎2007: 57 - 78]。

清代後期、 アヘン戦争、 太平天国、 アロ ー 戦争と続く道光末期から同治初め

にかけての動乱の影響によって、 羅浮山は再び荒廃した。 だが動乱が収束し、

平和がもどってくると、 荒廃していた羅浮山にも再び活気がもどってきた。 次

節では、 同治年間から光緒末年にかけて、 羅浮山を本拠地として活動した道教

人士をとりあげることにしたい。

2. 蘇膠観と陳銘珪一広東道教界における全真教アイデンテイティの確立

蘇膠観は、 羅浮山の北麓、 葛洪が丹を煉ったとされる北山庵の地に由来する

蘇膠洞に位置する道観である【写真l】。 康熙五十五年(1716)、 酷膠洞に道

場を建設した曾一貫が羅浮五観を束ねる総管住持となったため、福建晋江出身

の道士何陽桂に後を任せ、 薙正五年(1727) に正式に道観となり、 その後し

ばらくは何陽桂からの道統を継ぐ龍門派道士が住持となって道観を維持してい

た。 ところが、 咸豊四年(1854)に羅浮山麓の東莞県石龍で何六率いる天地

会が蜂起すると、 蘇膠観周辺にも山賊が跛屋するようになり、 道観内に居座り

資産を横領する不退の輩まで現われ、 信徒や道士は去っていった。 それから約

十年後の同治四年(1865)、 荒廃していた蘇膠観に新しい住持が招かれ、 よう

やく復興の息吹が吹き込まれた。住持の名前は陳銘珪(1824-1881、道号教友）、

全真教龍門派の道統を丹念に考証した『長春道教研究』の著者として知られる

人物である［黎2007: 84-89]。

注l•••近年の近代道教史研
究の動向については［志賀
2010] を参照されたい。
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写真1 現在の蘇膠観山門

注2••頼際煕「羅浮蘇膠洞
主先生像賛」『長春道教源
流』台北：広文書局 、 道一

賛l頁。

注3… 広東省政府広東年
鑑編纂委員会編『広東年
鑑』広東：広東省秘書処、
（濶）166-167頁。
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陳銘珪と全真教龍門派

陳銘珪は羅浮山の博羅県に隣接する東莞県の名家に生まれ、咸豊二年(1852)

に副貢生となった。 咸豊四年の天地会の蜂起の際は、 東莞の郷紳を率いて団

練を組織し、 県令華廷傑とともに反乱鎮圧のために戦った［楊1993: 185]。

その後道を学ぶことを志し
＊
2 、 羅浮山中の梅花村に梅花仙院という別荘を建て

て入山した。 1942年に刊行された『広東年鑑』によれば、 羅浮山の道観への

出入りは自由に行なわれており、 富者は自ら山に別荘を建て住むことが許され

たとある
＊3。 おそらく陳銘珪も、 天地会の蜂起を鎮圧した後、 風光明媚な山中

で余生を送りたいと願い、 羅浮山に別荘を構えたのだろう。

陳銘珪はまもなく全真教龍門派第十七代道士として「教友」の道号を授けら

れた。 世塵を逃れて修養に専念するつもりであったと思われるが、 同治四年、

陳銘珪42歳のとき、 同郷の方瑚洲に乞われて蘇膠観の住持となった。 光緒四

年(1878)から は方瑚洲の弟子熊養真（道号教如）らとともに寄付を募り、

麻膠観の改修に着手した。 また陳銘珪は羅浮山や全真教龍門派の歴史に強い関

心を持ち、 各時代の史書や『道蔵』など数多の文献を渉猟するとともに、 羅浮

山の道観で暮らす道士たちの系譜を辿ることによって、『長春道教源流』や『浮

山志』などを著した［黎2007:88]。

今日、『長春道教源流』は全真教龍門派研究の基本資料の一つとされているが、

筆者の本書に対する関心は、 どちらかといえば、 陳銘珪という人物を知るため

の数少ない手掛かりであるという点にある。 筆者が抱いているのは、 全真教の

総本山白雲観のある北京から見れば辺境に等しい広東羅浮山の、 しかも蘇膠観



という無名の道観の住持であった陳銘珪が、 なぜ『長春道教源流』を著す必要

があったのだろうかという疑問である。

『長春道教源流』を一読して強く印象づけられるのは、 陳銘珪の全真教道士

としての衿持と龍門派の祖師邸長春の思想と実践に対する強い思い入れであ

る。 陳銘珪は『長春道教源流』の序文で次 のように述べている。

余は中年にして異兆を感じ、 羅浮蘇膠観に於いて道を学び始めた。 観の全
真教龍門派となるは邸長春に源を発する。 暇にまかせて史冊を考察し、 道

蔵諸書を手に取り、 これらをつき合わせてみたところ、 長春の学は道徳要

言に深く得るところ有り、 煉養、服食、符録、頑檜末流の弊の無きことを

知った。
＊
4

陳銘珪は『道蔵』所収の『甘水仙源録』や虞集の『道園学古録』を引用しな

がら、 道家の流派の源は老子や荘子から発しているにもかかわらず、 後世の人

がその本旨を見 失い、 方術、符篠、 煉丹、章醜の類に成り果ててしまったと嘆

く。 だが金代に創始された全真教は「識心見 性、除情去欲、忍恥含垢、苦己利

人」 を宗と為す点で、 老子が道徳経の中で説いた「清浄無為」 の道に回帰する

ものとして評価するのである。

注 4•••陳銘珪「序」『長春
道教源流』、 道一序 2頁。

さらに陳銘珪が邸長春を 「これ古の博大真人にあらずや」
・
5 とまで称えたゆ 注 5… 同上。

えんは、 邸長春がただ世俗と隔絶し、独り我が身を善くするのではなく、 「治

国保民を本旨となすべきである」とするその思想と行動力にあったと思われる。

陳銘珪は邸長春がチンギス ・ ハーンの招きに応じ、 70歳の高齢を押してモン

ゴル軍に同行したという西 域の旅の詳細を、 その弟子李志常の『長春西 遊記』

から詳細に引用し、 考証を加えている。 そして丘阻長春がチンギス ・ ハーンに謁

見 し、 「天を敬い、民を愛するは国を治める本なり」と諭し、 殺暇をやめるよ

うに説いたという逸話の信憑性についても論じている。 陳銘珪にとって、 その
逸話が『長春道教源流』を執筆する大きな動機となっていたことは、冒頭の「全

真教総論」において、銘珪自身が次 のように述べていることからも明らかであ

る。

邸長春子は殺運のまさに盛んな時に、七十余歳の老齢を以て何万、 何千

里の辺境に赴き、 断固として止殺を以てその主を諭し、軍を引き返させた

ことは、 これすなわち萬稜の「己溺己飢」
＊
6 の故事や「孔席の席暖まるに

暇あらず、墨突齢むを得ず」 の義に匹敵する、 思うに仁の大なるものなり。

予は故にこの書を編輯し、『長春道教源流』と名付け、当時の全真の説を

集めて、 まずは後の学道者にその向かうところを知らしめるしだいであ

る。 ＊7

注6•••天下に飢餓溺死する
者があれば為政者はこれを
自己の責任とする。

注7•••陳銘珪「全真教総論」
『長春道教源流』巻一 、3頁。
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注8•••頼際煕「羅浮麻膠洞
主先生像賛」『長春道教源
流』台北：広文書局、 道一

賛1頁。
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陳銘珪が、 邸長春がチンギス・ハーンに殺暇を止めさせたというところにと

くに感銘を受けたのは、 彼自身が団練を率いて天地会の反乱軍と戦い、 弟子の

言葉によれば「おびただしい数の賊を殺した」
＊
8 経験があったからかもしれな

い。 相手が賊とはいえ、 殺戦に手を染めたことは大きなトラウマになったこと

だろう。 陳銘珪が感銘を受けたのは、 邸長春が武器を以てではなく、 その信念

を以て殺暇を止めさせたという点にあったのではないだろうか。

この他、 陳銘珪が『長春道教源流』を著した動機には、 彼らの宗教実践を、

彼ら自身が正統と考える道教伝統とリンクさせ、 その系譜上に位置づけたいと

いう思いもあったに違いない。

広東の諸道観は、 清代初期に全真教龍門派に属するようになったとされる

が、 全真教龍門派の広東における拠点として、 全真教の総本山とされる北京白

雲観とどのような関係にあったのかについては、 資料が乏しく、 不明な点が多

い。 そもそも日本の寺院制度に見られるような本末関係一各宗派ごとに本山が

末寺を統轄するしくみーがあったかどうかさえ疑問である。 確かに吉岡義豊が

194 0年代に北京白雲観で見つけたとされる全国の全真教道観の十方叢林のリ

ストの中には、 広東省に所在する六つの道観、 すなわち羅浮山の沖虚観、 黄龍

観、 白鶴観、 広州の三元宮、 応元宮、 そして恵州の元妙観が含まれている［吉

岡1989: 181]。 通常十方叢林に属する道教宮観では、 定期的に正式な道士

として認定する「伝戒」の儀式を行なうための戒壇が開かれた。 黎志添が引用

するフランス人道教学者Vincent Goossaertの論文に挙げられた北京第一梢案

館所蔵の記録によれば、 清代の北京白雲観で受戒した道士は、 大部分が吉林、

山東、 満州などの北方の省市の出身者で， 南方の省市出身の道士が北京白雲観

で受戒することはほとんどなかったという。 ということは、 広東の道士の多く

は、 最も近い広東の十方叢林の道観で受戒したと考えられる。 ところが黎志添

も指摘するように、 これらの六つの道観で戒壇が開かれ、 伝戒の儀礼が行なわ

れたという記録は、 現在に至るまで一つも発見されていない［黎2007: 82]。

陳銘珪は龍門派第十七代道士として「教友」の道号を授けられてはいるが、 彼

もまた伝戒の儀式に臨んだことはおそらくなかったと推測される。

陳銘珪の全真教龍門派道士としての衿持は、 龍門派の派詩に基づいた道号を

授かり、 伝戒の儀式を受けることによって自然に培われたというよりも、 『長

春道教源流』の執筆を通して、 全真教の教義を自分なりに解釈し、 広東におけ

る龍門派道士の事蹟を記すことによって、意識的に構築されたと言えるだろう。

言葉を換えて言えば、 丘長春以来の全真教龍門派の系譜上に麻膠観を始めとす

る広東の道観を位置づけ、 王重陽の説いた全真教北宗の根本精神を理解するこ

とによって、 我々の道教実践は「煉養、 服食、 符録、 頑檜末流」の類とは異な

り、 正統道教の本源に回帰するものであることを再認識したのである。



陳銘珪 が、彼らの道教実践が「煉養、服食、符録、頑裕末流の弊無き」こと

をことさらに強調した背景には、広東の地方社会にはびこる道士に対する根強

い偏見 も関係していたと思われる。 道観に属さず、「00道館」或いは「00道院」

といった屋号を掲げ、喪事の他、廟会、孟蘭勝会などの斎酷儀礼や厄払い、 招

魂、 さらには風水、算命なども引き受ける火居道士は、広東では 「哺憮先生」、

または「哺囃佳」 などと呼ばれ、蔑視の対象となってきた。 1 942年の『広東

年鑑』の道教の項目には次 のような記述がある。

（広東道教において）比較的但俗なものには「道館」がある。 各市鎮郷

間に散虚し、 世人はこの種の教徒を「哺喋佳」と呼ぶ。 意はすなわち経を

となえ、鬼をとらえ、 災厄をはらうことを専らとする。 民間ではこれを信

じることすこぶるあつく、広く普及している。 おおよそ 一切の婚喪成育に

関わる祭祀、択日、 建築、疾病にいたるまで、 民衆を愚弄し、困惑させる

知識は進歩なく、害するところが多い。 羅浮山の正宗道教徒はこれを極端

に排斥し、 教徒の恥であり正宗道教徒ではないと見 なす。 ．，

地方の名士であった陳銘珪にとって、 龍門派の道士が哺憮佳などと同一視さ

れることには我慢ならなかったであろう。 彼が『長春道教源流』を執筆した動

機には、広東の道観に所属する道士たちに龍門派としての自覚を促したいとい

う思いもあったと考えられる。

蘇謬観の再興

陳銘珪 は蘇膠観の住持として道観運営に力を尽くした。 アメリカ長老派教

会の宣教師として広州に滞在したBenjamin Couch Henry (185 0-1901) は、

1 884 年から 85 年の間に羅浮山を訪れ、 蘇膠観に立ち寄り、次 のように記し

ている。

この道観（蘇膠観のこと）はこの土地では最も豊かで美しい。 香港やそ

の他の地域の富商が多くパトロンとなっており、彼らは隠遁や精進潔斎

の名目で、二、三ヶ月、 あるいは二、 三週間滞在する。 多くの建物とそ
の装飾はみな見事なものである。 修道院長（原文はabbot:引用者注）は

文人として評判の人物で、幾人かの若い道士たちも名家の出身者である

[Henry1 886: 320]。

陳銘珪は 1881 年に亡くなっているので、 ここで言う修道院長とはその後を

継いだ住持"°であろう。 Henryは訴膠観の建築や装飾の美しさを賞賛してい

るが、陳銘珪が携わった光緒四 年の蘇膠観の改修時には、 白金一万両という当

注9•••広東省政府広東年鑑
編纂委員会編 『広東年鑑』
広東：広東省秘書処、（潤）
167頁。

注JO ・ ・ ・ 陳銘珪の死後から
1898年まで 、 麻膠観の住
持は王至賢 、 呂教忠、 張
教恕の3人が務めた［黎
2007: 93]。
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注 1 1 ・ ・ ・ 「重修蘇膠観碑記」
靡棟華、 曹 騰 誹、 洗 剣 民
編 『広東碑刻集』広州 ：広
東教育 出 版 社、 2001 年、
805 - 806頁。

写真 2 光緒四年重修蘇膠
観芳名勒石
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時の貨幣価値 からしてもかなりの金額 が費 やされた
＊

I I 。 改修費用 は、 道士 や
一般信者から募 ったものだった。 現在の蘇膠観には、 改修時の献 金者リスト を

刻んだ 「重修麻膠観芳 名勒石」が残 されている 【写 真 2】 。 そこには、教、永 、園 、

明、 至 、 理という六 代にわたる龍門派の道号を持つ 道士 たちの名前と献 金額 の

他、 00店 、 00記、 00行 、 00堂 、 00斎 、 00書屋（書店 ）、 00押 （質

屋）といった屋号名も数多く並んでいる。 これらはおそらく、 麻膠観に出入り

していた商 人や道士 の知己 の店 、 あるいは羅浮山麓の市鎮 の商 人たちからの献

金であろう。 芳 名録に記された多くの庇店 の名前は、 蘇膠観が近隣 の地域社会

とも密 接 な関係を持つ 道観であったことを示 している。

麻膠観で暮 らす道士たちの経歴も、 元 商 人や帰 国 華 僑 などさまざ まだっ

た。 1 894 年の冬 に羅浮山に入り、 蘇膠観を訪れた広東のイ ギリス 人副 領事

Frederick Bourne は、英語 を話す二 人の人物に出迎 えられている。 一 人は李平、

道号を至平と名乗 る老人で、 サンフランシス コ のフランス料 理店 でコ ッ ク とし

て長年働 いていたという。 もう一 人は英語 をかなり忘 れていたが、 アメリカで

長年暮 らしていた商 人で、 健 康 を害 したため帰国 し、 蘇醒 観で療養 、 隠遁生 活

を送 ることを決意したという人物であった [Bourne 1895: 20-21] 。

民国以降は、 入道にことよせて蘇膠観で隠遁生活 を送 る清朝 の遺臣 が少 なく

なかったらしい。 民国二 十二 年四月、 友 人と連 れ立 って羅浮山を訪れた民俗 学

者の容肇祖 は、「羅浮山の道観は中国 式の老人院である。 百元 払って入道すれ

ば長期 的に居住 でき、 ここに葬 ってもらえるし、 また自 由 な往 来も可能 である」

と述べている［容肇祖 1 933 : 17-18]。



ちなみにHenryやBourne が羅浮山を訪れた大 きな目的の一 つ は羅浮山原産

の植 物採集であった。 新種の植 物を求めて世界 中を旅するプラント ハンタ ー や

ボ タ ニ ス ト （植 物学者）たちは、 羅浮山の植 物を採集するだけでなく、 羅浮山

の景観の重要 な一部 を成している寺廟や道観を訪れ、 そこで暮 らす人々 に敬意

を払うことを忘 れなかった。

蘇膠観の道学サロン兼 高級 隠遁施設的性格 は、 同時代の西樵山 を始めとする

広東 の景勝地に次々 と建てられた、 「仙館 」 と称する道教系結社 に共通 してみ

られるものだった。 陳銘珪 が構築した 「我々 全真教龍門 派」という意識は、 や

がて広東の道観や仙館 に集う慕 道人士 たちの間に徐々 に浸透 し、広東、 ひ いて

は香港の道教界 に共有 されるアイデンテ ィ テ ィ となっていった。 陳銘珪が蘇膠

観で住持として過 ご した日 々 は決 して長くはなかったが、彼 とその弟 子たちが

蘇膠観において築いた道教コ ミ ュ ニ テ ィ は、 その後の香港道教界 や広東 道教界

に少 なからぬ 影響を与 えたのである。

3 . 朝元洞ー先天道東初派の一大拠点

陳銘珪 が麻膠観の住持として建物の改修や執筆活動に奔走 していた頃、 華首

台 の西 、 蘇膠観の南側 の山中を訪れ、 活動の拠点とした人々 がいた。 朝元 洞と

名付けられたその場所は、梁の武帝 の時代には延祥寺という仏 教寺院があった

とされる地であり、唐 代には南楼寺という仏 教寺院が創建された場所である。

南楼寺は、 後に『榜厳経』 や『宝 積経 』などの仏 教経典 の翻訳 に携わっだ懐迪

禅師が暮 らし、ここで羅浮山を訪れるインド僧 と交流を結 んだといわれている。

先天道東初派 と 朝元洞

三 教一致 を掲げる清 代の民間教派先天 道の領袖張廷芽 （ 号は東 初）とその弟

子沈性空 がこの地に朝元 洞を開 き、一 中精舎 という庵を設 けたのは、 同治十二

年 ( 1873)のことであった。 『博 羅県 文物 志』( 1988)の朝元 洞の項 には、I…

咸豊 年間、先天 教徒林東 初が羅浮山を訪れ、 同治癸酉 年(18 73) そ の弟 子沈

道文とともに朝元 洞を開 き、 孔子、 老子、釈迦 の三 教をいっしょ に祀った。 慈

善と修養を以 て主 旨としていた。 聞 くところによれば、 その徒党 は南洋各処 に

分布 していたようである。 … 」［黄 観礼主 編 1988 : 67-68] と記されている。

先天 道（先天大 道）とは、清 代薙正年間江 西 に創始された無為 金丹道（後に

青蓮 教と称する）を前 身とする宗教教派であり、 その源流は明代に成立した羅

教に遡 る。 先天 道の大 本である青蓮 教の教義は、 無生 老母 （ または瑞池 金母 ）

信仰 、弥勒下生 信仰 と三 期三仏 説が結び つ いた終 末論 を含 み、 老母 による末劫

の世に残 された九十六億 （または九十二億 ）の人類の「還郷」（救済 ）という

救済 論 を説いた。 信徒は日 常的な修行 として喫斎 や 「坐功 運気」と呼ばれる内

近代の羅浮山と嶺南道教 1 7  



注12••• 同 治 四 年 に 亡 く
な っ た と い う 説 も あ る 。

注13••東初派については
［ 瀞 2012 : 69 - 72] を
参照の こ と。

注14•••ベ ト ナ ム ・ ホ ーチ
ミ ンの光に保存 されてい る

「東初祖師玉照」 に記載さ
れた生年と 没年に基づ く 。

注15•••広東省潮陽県の道
観 「海棠古観」 が編纂 し た
小冊子 『潮陽道教概述』 に
よれば、 海棠古観は 1625
年に創建 さ れ 、嘉慶十二年
( 1 807) に重修された歴史
あ る 道観であるが、 H本軍
侵攻後荒廃 していた と こ ろ
を黄宗惜祖師（掲陽銭糊人）
が復興させた。 黄宗惜は江
来雲祖師 （潮陽県関埠人）
の弟子 と な り 、 羅浮山で受
戒 し た と あ る。江来雲の師、
許燦然祖師 （潮陽県人） の
師が沈性空祖師 （広東大哺
県人） であ り 、 性空は東初
祖師の弟子であ っ た、 と 記
されている。 当該資料によ
れば、 東初祖師は浙江人氏
で全真派 と さ れてい る。
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丹修養を実践 し、禁 欲主義 を貫いた。

碓正 年間以降、青蓮 教は江西 、四 川 、貴州 、雲 南など長江中上 流域を中心と

してほ とん ど中国全土 に教勢 を拡 大したが、 道光年間に官憲 の相次 ぐ弾圧 によ
り教主 が捕 らえられ、刑死 した。 その後、青蓮 教内部 は後継者をめぐっ て分裂 し、

ここから先天道、一貫道、 同善社、帰根門 、 普度 門 などの分 派が生 まれてくる

ことになる。 東初祖 こと張廷芥 は、 道光教案 後教主 の位 を継 いだ普度五 老（火

祖・土祖 ・ 水祖・ 金祖 ・ 木祖 ）のうち、 金祖 の林依秘 （ 玉 山老人） の弟 子であ
る。林依秘 が同治十二年

＊1 2 に亡くなっ た後、張廷芽 がその道統を継ぎ 、後に「 東

初派」と呼ばれる分 派の祖 となっ た。

広東には、「東初派」以外 にも、 水祖・影依法 （儒童 老人）の系 統を引く分

派が拡 がっ ていた。 嶺南道派とも呼ばれる水祖系 統の分 派は、咸 豊十 年( 1860)

に陳 復始という先天 道教徒が湖北 から磨北 の清 遠県 に入り、布 教を開 始して以

来 、 約半 世紀 の間に広 東から香港、 タ イ 、ベ ト ナム、マ レー シ ア 、 シンガポー

ルヘ と拡 がるネ ッ ト ワ ー クヘ と発展した ［ 志賀 2002; 201 0] 。

東初派については、 まだ不 明な点が多く、 その祖 となっ た張廷芽 とその弟

子沈性空 （道文は道号）についても、詳 しいことはあまりわかっ ていない
＊

1 30 

張廷芽 は道光乙未 年（1 835)浙江台州府黄岩県 に生 まれ、光緒己 卯 年(1879)

に亡 くなっ ている＂＼ 清末以降東初派は他の先天 道の分 派に先駆 けて南洋 地

域への布 教を行 なっ た。 ベ ト ナムやマ レー シ ア やシンガポール には現在 も東初

派の系 統に連 なる先天道の仏堂 、 斎堂 が存在する。 その一 つであるベ ト ナム・

ホー チ ミ ンの光南仏堂 には、 歴代先師の生誕 日 や成逍 日 に読み上 げる表 文をま

とめた『慶祝表 文』 （光緒二十 年鍋 、祐安 氏重刊 、朝元 洞蔵版 ）が残 されており、

そこには東初祖師について次 のように記されている。

東初祖師， 清河 世族浙水 名家。 童稚慕 道， 誓 志修真。 初開 荒於 東浙， 復

跛渉於 南閤 。 化度三陽， 道宏 両晦 。 是 以大道闇 明， 瑕遡共需 教澤 。 壮 謁 金

祖， 奉命再度 重洋， 開逼 域之 道場， 化各邦之原 種。 復承祖命， 兼理 近地各

国重 任， 継荷額允， 接掌天命五行 統盤辛苦備嘗 。 煕難 不避， 宣演三 教之 宗，

源流通四海之 道脈， 継往開来， 光前裕 後， 功園行満 。 • • •

東初祖師は金祖 の命を受けて閲 南、 両嚇 において布 教した。 その後海 外に渡

り、週 域（タ イ ）などに道場を開 いたとある。 張廷芽 の南洋 での働 きは際立 っ

ており、 多くの仏堂 を林立 させたとされる ［滸子安 2012 : 70] 。

朝元 洞に一 中精舎 を創建 した沈性空 は、広 東省 東部 の客家集住 地域の一 つ大

哺県 の出 身である
＊ 15 。 沈性空 の事蹟 はほ とん ど知られていないが、筆者が油

頭で入手 した潮陽県 金殴郷 覚世善堂 から刊行 された鸞 書『覚世新編』 ( 1919

年序）の序文の冒 頭に、 性空祖師が降した乱示 が掲載されていることは、潮陽



県の善堂と先天適東初派、 と く に沈性空との関わりを示唆するものとして注 目

される。 筆者の推測すると こ ろ、 沈性空は生前潮油地域を拠点として活動して

おり、 潮州人や客家人のネ ッ ト ワ ークを通 じて南洋に渡り、 布教活動を行なっ

たのだろう。 東初派が早 く から タ イ を始めとする南洋地域に進出する こ とが可

能であった背景には、 こ うした潮州や客家地域から南洋に渡った華僑人脈のカ

があったと考えられる。 なお東初祖師のもう一人の高弟李南山は潮州の掲陽出

身で、 188 4 年シンガポ ールの四馬路観音堂（正式な堂名は天徳堂） を創建し、

シンガポール普度門の始祖となった。

では、 張廷芽と沈性空はなぜ羅浮山を訪れ、 そ こ に祖庭を置 く こ とを求めた

のだろうか。 先天道の道統では第一祖を菩提達磨とし、 神光二祖、 普篭三祖、

曹洞四祖、 黄梅五祖、 慧能六祖まで中国禅宗の祖師を配している。 王承文が、

羅浮山は中国禅宗の発展と深 く 関わっており、 普能（僧燦） も布教を 目 的と し

て羅浮山を訪れていたと述べているように、 先天道の信徒にとって、 羅浮山は

彼らの始祖が訪れ、 軌跡を残した紀念の地であった。 また内丹による身体修養

を重視する先天道にとって、 葛洪が丹を煉り、 南宗金丹道の道士白玉蛤も訪れ

た こ とのある羅浮山に庵を結び、 活動の拠点とする こ とは本望とすると こ ろ

だっただろう。 筆者は未見であるが、 マ レー シ ア ・ ペナンの東初派系の大園仏

堂に所蔵されているという『無極伝宗録』（光緒丁亥年、 済一堂性空敬刊） には、

沈性空は東初祖から 「掌盤」（後継者となる） した後、 「築精舎於羅浮、 丹姓姻起」

（羅浮に精舎を建て、 丹竃の煙を起 こ し） 、 「稚川之跡、 遠追達磨之来」（稚川（葛

洪の字） の跡、 達磨祖師が訪れた過去を しのんだ） と記されているという
・ 16

張廷芽と沈性空が羅浮山に拠点を定めるにあたって、 葛洪や達磨祖師を始めと

する禅師の事蹟が念頭にあった こ とは明らかである。

19 07 年に羅浮山を訪れた馬小進 (1888 - 1951 · 名は小進、 号は退之） は、

その旅行記 『羅浮遊記』の中で、 朝元洞とそ こ に建てられた庵、 一中精舎につ

いて次のように記している。 馬小進は広東省台山人、 同盟会に参加し、 辛亥革

命後は国民党衆議院の議員となった人物である。 馬は後述するように、 一中精

舎の住持王裕安と親交があった。

（朝元洞地） 清為居民 楊氏種茶荒地。 沈性空涼観至此， 楽其清静 ， 喜而購之 ，

酒措ー中精舎， 僅得棟宇数橡， 以崇仏祖。 泊乎其徒鞠会通個修葺拡充之，

議身弓親下山捐未成而逝。 及其徒王裕安眼勉任労玉成蕨志 ［馬小進 19 09:5]。

こ こ に出て く る鞠会通は 『慶祝表文』 では鞠翁とも呼ばれており、 香山県（現

在の中山県） の人である。 奇縁により沈性空と出会って弟子となり、 沈祖師の

右腕として国内外への布教に奔走した
＊ 17。 鞠会通はまた、 手狭だった一中精

舎の建物を増築する こ とを提唱 し、 山を下りて寄付を集めたが、 成し遂げる こ

注 1 6 • • •王深発 「重新殺現
青蓮教最早在南洋的流偉
（上） 」 『孝恩雑誌』
(http:/ /www.xiao-en.org/ 
cultural/magazine.asp? 
cat=34&loc=zh&id= 1 795、
20 1 3 年 5 月 25 日 閲覧）。

注 1 7" 『慶祝表文』 （朝元
洞蔵版、 光緒二十年） 、 49
- 50 頁。
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注18• • •陳伯陶 『羅浮指南』
（『羅浮志補』 明陳漣撰、 民
國九龍真逸 （ 陳伯陶 ） 補所
収）、 『中 国道観志叢刊』 第

36 冊 （南京 ： 江蘇古籍 出
版社 、2000 年） 、 7 頁。

注 19 · · ·光 南仏堂所蔵の道
教文献については 、最近、
武内房司を代表者 とす る 研
究グループが調査を行な っ
ている ［武内 2013] 。
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とができないまま亡 くなった。 その後、鞠会通の弟 子王裕安 が奔走 し、 その志

を貫徹 させたのである。

ところで羅浮山の南西 に位置 する朝元 洞は、 前節で述べた蘇膠観とはそれほ
ど離 れていない。 陳 銘 珪 は朝元 洞の一 中精舎 のことを知っていたのだろうか。

陳銘 珪は『浮山志』 の中で、 朝元 洞についても、一 中精舎 についてもまった

く言及していない。 陳銘 珪の息 子陳伯陶 は『羅浮指 南』 の中で 「（華首 ）台之

西 有朝元 洞。 近代長斎 者居之 」 と記しており、 朝元 洞に長期に喫 斎 する修行者

が暮 らしていることは知っていたようである
＇ 18 。 だがそのそつ けない記 述は、

蘇膠観と一 中精舎 の間にあまり行き来がなかったことをうかがわせる。

清末の一 中精舎がどのような規模 で、定 期的にどのような活 動を行なってい

たのかはほ とんどわ かっていないが、一 つ明 らかなことは、ここで多くの道書、

善 書の類 が刊刻されていたという点である。 ホー チ ミ ンの光南仏堂 に所 蔵され

てきた多くの朝元 洞蔵板 の道書には、筆者が眼 にしたものだけでも、『 原道正

義論 』、『樵陽綬』 、『玉露 金盤 』、『玉皇洪慈 経』 、などがあり、清末に流通していた、

先天道と関係の深い修煉や内丹書の類 が含 まれている
＊ 1 9

また一 中精舎 では、定 期的か、不定 期であったかは不 明だが、扶乱 も行なわ

れていた。 マカオ の名所 、 大三巴 門の裏 の福慶街 には包公廟と医霊廟の隣 に呂

祖廟があるが、 ここはかつて 「呂 祖 仙院」 という呂 祖 を奉じる道教結 社があっ

たところである。 廟内に残 された 光緒十九 年(1893) の石碑 の碑 文は次 のよ

うに言う。

… （呂 祖純陽帝君） 乃 於光緒庚実 春元旦花宵， 降壇 於羅浮山朝元 洞ー 中

精舎， 占L示 要在澳 建立 仙院行台ー所， 普済群 生， 以収修士 。 時有吾師在側，

道号戴霊 山， 楽承其 任， 発簿 金山外埠捐答， 共 得白金五百余員 。 至辛卯 春，

余承師命下 山， 来澳偶 建。 … 晦 西藤邑 院中住持後学子嘉呉 徳靖 敬撰 。 … ［滸
子安 2002: 8 6-8 7] 。

碑 文の撰 者呉 徳靖 は広西省藤県 の人 である。 碑 文の一節が示 すように、 呂 祖

仙院の設立 の契 機は、 光緒庚寅 年(189 0) 、 羅浮山朝元 洞の一 中精舎 の乱壇 に

呂 祖 が降り、澳 門に仙院 を設立 し、 人々 を救 い、 修養の士 を受 け入 れるように

との乱示 を降したことにあった。 一 中精舎で呉 徳靖 と共 にこの乱示 に接 した師

の戴霊 山は、 金山（サンフランシス コ） の華僑 から寄付を募 り、 白金五百元余

を集めた。 呉 徳靖 は師（ここでは呂 祖 のことか戴霊 山のことかははっきりしな

い）の命により、羅浮山を下 り、澳 門に赴 き、呂 祖 仙院を設立 し、住持となった。

呂 祖 仙院の碑 文は、 羅浮山の一 中精舎 には嶺南各 地の信徒たちが集まり、 時に

は扶 乱 に降りた神々 に指示 を仰 いでいたことを示 している。

光緒 年間、一 中精舎の住持を務 めていたのは鞠会通の弟 子王裕安 である。 光



南仏堂蔵の『慶祝表文』 の裕安祖師の表文には、 次のような一節がある。

裕安祖師表， 十一月 初九生辰， 九月 十竺 日 成道。 恭祝道行祖師， 良辰哀

維。 祖師， 家伝香積， 心超五蘊之空。 秀据梅州。 品抜祭倫之莱。 故 自 運邦

居隠。 東祖即授以真伝， 槙埠開荒， 道宗益欣其喝力。 頂任錫於沈祖。 外洋

調度咸宜。 葉職賜 自 鞠翁。 各埠之維持尤至。 識高力定。 扶鞠祖而道運遂亨。

眼慧心空。 舎身財而道場闘。 続鞠翁之統任， 作中外之梯航。 朝元洞重新殿

宇， 道舎従此増輝。 極楽洞， 開創基図。 原人頼絃修隠。 …＊20

以上の記述によれば、 王裕安は梅州の出身で、 湿邦（タ イ ） で暮ら していたが、

東祖祖師と出会って真伝を授けられ、 槙埠（ペナン） で布教活動を行い、 先天

道の拡大に貢献 したとある。 やがて沈性空祖師から頂航に任 じられ、 海外への

布教に従事 し、 各拠点の維持に尽力 した。 ま た鞠会通祖師を補佐 し、 私財を投

じて道場を開いた。 鞠翁の後を継いで中外をつな ぐかけは しとなり、 朝元洞の

殿宇を改築 し、 さらに香港に極楽洞を創設 した
寧2] 。 極楽洞の創建以来、 王裕

安は羅浮山と香港を頻繁に行き来 していたものと思われる。

羅浮山への旅

王裕安は19 08 年九月 、 香港島宵箕湾の極楽洞で亡くなった。『羅浮遊記』

の著者馬小進は、 その知らせを香港島赤柱の寓居「夢奇楼」 で受け取った。 王

裕安の遺体は羅浮山に埋葬する こ とになり、 ついては船で遺体を運ぶので、 極

楽洞の道侶とともに馬小進もその旅に同行 しないかという誘いがあった。 馬は

当時20代前半の若さだったが、 前年の秋に新妻を病で突然失く し、 失意の 日 々

を送っていた。 馬は羅浮山行きによって悲 しみが癒されることを期待 して、 そ

の旅に同行することに決めたのだった ［馬 19 09 : 1 ]。

2 0世紀初頭、 香港から羅浮山へはどのような行程を辿り、 どれほどの 日 数

を要 したのだろうか。 南京条約締結後、 香港が割譲され、 広州が条約港と して

開港されると、 香港と広東をつな ぐ珠江、 西江、 東江では、 欧米資本の船会社

による蒸気船の連航が始 まった。 19 世紀末には、 香港一広州 間や香港から西

汀方面に向かう大型定期観光船も運航 している。

極楽洞の道侶と馬小進の一行は、 旧暦十一月 三 日、 香港島牛橋の埠頭から、

王裕安の遺体を運ぶために特別にチ ャ ー タ ー した 「広利小汽船」会社の船に乗

り込んだ。 船は出発するとま もなく鯉魚門を抜けて珠江の河口に入り、 南宋の

政治家文天祥の詩で有名な零丁洋にさ しかかった。 船はさらに珠江を遡り、 ア

ヘン戦争の舞台となった虎門を抜け、 珠江から東江へ進路を変えた。 その 日の

夜は東江左岸の新塘鎮に錨を下ろ し、 船中で一泊 した。 四 日 早朝に出発 した船

はさらに支流に入り、 水郷地帯と して知られる増城県の大嗽村を抜け、 深涌 ま

注 20… 『 慶 祝 表 文 』 （ 朝
元洞蔵版、 光緒ニ ト年）、
1 1 5 頁。

注 2 1 … 滸 子 安 に よ れ ば、
極楽洞は 1 905 年、 羅浮山
朝元洞弟子呉道章 （俗名 ：
錦泉） と そ の同人に よ っ て
創設さ れた。 呉道章は広西
北海人、 1 920 年 に は 同人
の王道深 と と も に ベ ト ナ
ム ・ ホーチ ミ ン市に光南仏
堂 を 創設 し た ［瀞 20 1 2 :
299] 。
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で来たところで水深 が浅 くなり、 船 が進 まなくなった。 午 後三 時、 潮 が満 ちて

くると再び船 が進 み始め、 夕 方になってよ うやく増城県 仙村 に到達 した。

五日未 明に東莞県石 龍鎮 に到着 し、 一 行は船 を下 りた。 その後一 行は駕籠 に

のり、 羅浮山麓の市鎮 である博 羅県福田鎮 に向 かった。 午 後三 時半、 義岡村 の

とある廟の前で休憩 をとっていたところ、 女 子供 らが英 国風の旅行用スー ツ を

着 た馬小 進 を珍 しがって集 まってきた。 午 後四 時半、 福田鎮 に到着す ると、 一

行は福田鎮 の団防 保安分局 の二 人 の紳 士の接待 を受け、 その日の夜 は彼 らの勧

めで福田鎮 に宿泊 することになった。

六日の早 朝、 一 行は福田鎮 を出 発し、 待 仙橋 を渡 り、 朝元 洞へと山を登 った。

昼過ぎ に朝元 洞に到着 し、 「 朝元 洞」という三 文字 を刻 ん だ門額 の掲げられた

山門 をくぐ り、 それから 「ー 中精舎」 の門額の 掲げられた建物に入 り荷 物を置

いた。 そこで楊 という道侶 が出迎 えてくれ、 茶 と茶菓 子のもてなしを受けた［馬

1909 : 2- 5]。

午 後は朝元 洞周辺 を散策 し、 その日の夜 は一 中精舎 に宿泊 した。 七日の朝、

馬小 進 は華首台 に登 り、 黄龍洞へ廻 り、 その後は朱 明洞の沖虚観を目指 した。

午 後は沖虚観及びその周辺 を散策 し、 その足 で蘇膠観へ向かおうとしたが、 す

でに午 後四 時をまわっていたため、 その日は沖虚観に宿泊 した。 八日朝 に蘇膠

観へ向 かい、 そこで一泊 し、 九日に再び朝元 洞にもどった。 十日の早 朝、 馬 は

朝元 洞から福田鎮 へ下 り、 行きに世話 になった紳士 の家で休憩 をとった。 そ

の後、 馬 に乗 って石 龍までの六里の道を移動し、 夜 になって石 龍に到着 した。

十一日未 明、 石 龍鎮 から広州までの渡 し船 に乗 り、 広州で汽船 に乗 り換 え、 夜

中 に香港に帰着 している［馬 1909: 5-20] 。

現在の朝元洞 （南楼寺）

2012 年 9月 10日、 我々 一 行も福 田鎮 から朝元 洞に向 かった。 もちろん馬

小 進 が訪れた時代とは違 い、 舗 装 された道を車 で登 っていく。 坂 道の途中 で、

山の斜面 を利 用した大規模 な霊 園を見かけた。 車 は 1 時間もたたないうちに、

朝元 洞、 現 在は南楼寺 として知られる敷 地の入 口 に辿りついた。

正直 あまり期待 していなかったのだが、 一 中精舎 がここにあったことを示す

痕跡 がわずかに残 っていた。 大雄宝殿の土台 には めこまれたかつ ての 「一 中精

舎 」（清 光緒年間部佐愧 書）の石額 【写 真 3】 ときざ はしにはめこまれた石刻

の対聯 がそれである。 対聯 は風化していたが、 「塵氣 不到 精修地， 蘭宇新 開古

洞訊」の文言がかろうじて読みとれた【写 真 4】 。

寺 の由来につ いて書かれた碑 文や簡介 がないかと客堂 に入ってみると、 壁 に

色 の褪 せたカラー 写 真が何枚 も貼 ってあった。 よ く見ると、 そのうちの一枚 に

南楼寺 を建てる前に存 在した建物と石門 の写真があり、 「ー 中精舎」というさ



きほどの石額と左右の対聯が写っている。 この他、 「朝元 洞」と刻まれた山門

の前で一人の僧侶が記念撮影を している写真 【写真5 】 もあ っ た。

もう少 し詳しい こ と を知りた く て 、 筆者は外の売店で紙銭を折りながらお

し ゃ べりしている女性たちに、 南楼寺の歴史について 尋ねてみた。 女性たちは

ボランテ ィ ア で寺の手伝いを し ているら しい。 彼女たちは寺の歴史については

ほとんど知らなかっ たが、 いま昼寝中だという師父に連絡 し てくれ、 待ってい

る間に寺のす ぐ裏の渓谷に連れて行って く れた。 苔むした岩からほとばしる湧

水はとても冷た く て澄んでいた。 女性はこの水でお茶を入れるととても甘くな

るのだ と 言った。 おそら く 馬小進たちもこの水で立てたお茶を飲んだことだろ

う。

し ばらくしてやっ てきた南楼寺の住持は、 梁の時代にあったとされる延祥寺

や唐代の南楼寺と懐迪禅師について 一般的な知識を語るのみで、 ー中精舎のこ

とはほ と んど何も知らなかった。 住持は浙江の人で、 天台山 で修行した。 写

真のことを尋ねると、 「朝元洞」の山門の前 で写っているのは 自 分だ と 言い、

1995 年にここに来たばかりの頃に撮ったものだと語 っ た。 1995 年当 時、 一

中精舎の建物は廃墟同然で、 内部には神像も何も残っていなかったという。 お

そら く 195 0 年代に一 中精舎は 「会道門」の一つ と 見なされて活動停止を余儀

な く され、 信徒は香港や南洋地域に逃れたのだろう。 その後、 内部にあった神

像や経典 は壊されるか、 勝手に持ち 出 さ れ、 破棄されて し ま っ たと思われる。

1995 年に南楼寺が再興された と き、 わずかに残っていた建物も取り壊された。

ー中精舎について知っていることはないかと筆者がなおも尋ねると、 住持は

写真 3 現在の南楼寺に残
る 「一中精舎」 の石額
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写真4 階段にはめ込まれ
た対聯

注22· · · 20 1 2 年 9 月 1 0 日
南楼寺訪問の際の聞き取 り
に基づ く 。

注23… 近代広東に お け る
「仙館 （観） 」 と い う 名称を
付 し た 道教 系 結 社 の 隆 盛
に つ い て は、 ［志賀 2005]
を参照されたい。

24 洞天福地研究第 4 号

写真5 朝元洞の山門 (1 995 年当時）

このあたりに住む老人から聞 いた話 として、 アヘン戦争以降、 朝元 洞はイ ギ リ

ス 人 が避暑 に訪れる場所となっていたらしいと話 した。 そして住持は、 あくま

でも私 の推測 だが、 と念を押しながら、 一 中精舎とは中国人やイ ギ リ ス 人 が修

行 のために集まってく る一 種の教会 のようなところだったのではないかと語っ

た
＊
220 

アヘン戦争以降、 イ ギ リ ス領となった香港やその後背地である広 東を訪れる

欧米商人 や観光客 、 宣教師は急増 した。 とりわけ羅浮山は、 先述したように、

珍 しい植 物を採集して本国に持 ち帰るプラント ハンタ ー やボ タ ニ ス ト たちの間

ではよく 知られた景勝地であったから、 欧米 人旅行 者の姿 がときおり見かけら

れたとしても決 して不思議 ではない。 容貌 も服 装 も異 なる彼 らの姿 は物珍 しく 、

地元 の人々 の眼 をひ いただろう。 そういえば、 英 国風の旅行ス ー ツ を着 た馬小

進 も子供 たちにとりまかれていたことを考え合わせると、 洋 装 の旅行 者は欧米

人とは限 らず、 中には香港人や外国帰りの華僑 も交じ っていたに違 いない。

朝元 洞の一 中精舎が、 西樵雲泉 仙館 を始めとする、 当 時広 東各 地の景勝地に

続々 と出現 していた 「 仙館 」
＊23 と同様 、 慕 道人士 が集まる道学サロン兼 高級

隠遁施設 的な性格 を持 っていたことは容易 に想像 できる。 ただ少々 意外だった

のは、 異 装 の外国人や外国人帰りの中国人が避暑 を兼ね て集まってく る場所 と

いう地元 の人々 の回 想である。 人々 の記憶 に残 る朝元 洞に は、 先天 道という民

間宗教教派名から想像 される秘密結 社的な雰囲 気や厳 しい戒律 、 エ ソ リ テ ッ ク



な宗教儀礼とは何 かそぐ わない、 モダンで開放 的な雰囲気 さえ感じられる。

筆者は以前 ある論 文 で、先天道嶺南道派最大の仙館 であった清遠県飛来峡 の

飛霞 洞仙館 に集まった信 徒たちについて、次 のように分析 したことがある。

（飛霞 洞の信 徒たちは）儒 家の教養を身につけた地域エ リ ート層 であり、

道教や仏 教の教義 や実践 、 とりわけ道教の内丹説 に強い関心を持 っていた

が、 同時に近代思想や新しい技 術を積極 的に受け入れていく柔軟性も併 せ
持っていた。 というのは、 彼 らの多くは香港や広州 などの近代都市 におい

て、植民地政府 や民国政府 の推 進 するモダニ ズム文 化を十分享 受してきた

人々 だったか らで ある ［志賀 20 12 : 50] 。

早 くから南洋 地域で布 教活動を行い、香港やマカオ とも頻 繁 に行き来のあっ

た東初派の信 徒たちは、 あるいは飛霞 洞仙館 の信 徒以上に、植民地や海峡都市

の近代的な都市文 化を身に付けたモダニ スト の側面 を持 っていたのかもしれな

い。 東初派の思想についてはまだ不 明な点が多いが、今 後東初派の文献 の解 明

が進 められ、 信 徒に関 する研究 も進 展することによって、伝 統と近代が混然一

体 となった近代嶺南道教の思想の一端 が明らかになることを期待 したい。

おわ り に

本稿 では、 近代の羅浮山を本 拠地として活動した道教人士として、二 つの事

例 、 すなわち蘇膠観と陳銘珪、及び朝元 洞ー 中精舎 と先天道東初派の信 徒たち

の活動についてとりあげた。 陳銘珪は、麻膠観の再興 と広 東一香港における全

真教龍門派というアイデンテ イ テ ィ の確立 に大きな貢献 を果 たし、先天道東初

派は朝元 洞ー 中精舎 を拠点 として、香港、澳 門、広 東と南洋 地域を結 ぶグロ ー

バル なネ ッ トワ ー ク を確立 した。 二 つの事例 はいずれも、 歴史 的に蓄 積されて

きた羅浮山 の豊か な宗教文 化資源を見直 し、 再興 し、 さらにそこに新 たな意味

を付与 していった点で共通 している。 羅浮 山に新しく開発された拠点は、広 東

省 だけでなく、広 東省 をとり まく周辺 地域やさらには海 外からも、 人や資本 や
情報 が集まってくる場所となった。 そこから新しい道教コ ミ ュ ニテ ィ が生 まれ、

新たな人材 や知識を輩出 していったのである。 近代嶺南道教史 において羅浮山

が果 たしたこうした役割は、 もっと見直 されてしかるべきであろう。

近代の羅浮山と嶺南道教 2 5  



26 洞天福地研究第 4 号

引用文献

中 文

黄観礼主編 1988 『博羅県文物志』広州 ： 中山大学出版社。

黎志添 2007 『広東地方道教研究一道観、 道士及科儀』 香港 ： 中 文大学出版社。

馬小進 （駿声） 1909 『羅浮遊記』 出版地不詳 ： 奇雅引務局。

容肇祖 1 933 「羅浮山遊記」 『民俗』第 115 期、 1 -18頁。

王承文 1 992 「唐代羅浮山地区文化発展論略」 『中山大学学報』 1992-3、 74-8 1 頁。

楊宝蹂 19931 『自力斎文史 ・ 農史論文選集』 広州 ： 広東省高級教育出版社。

滸子安 2002 「澳門地区道堂側記」 『台湾宗教研究通訊』 第三期、 84-93頁。

志賀市子 2005「近代嶺南道教史上的 「仙館」 初探」 『台湾宗教研究通訊』 第七期、 93-122頁。

志賀市子 201 I 「先天道嶺南道脈的思想和実践一以広東清遠飛霞洞為例」 『民俗曲芸』（財団

法人施合鄭民俗文化碁金会） 第 173 期、 23-56頁。

日 文

志賀市子 2002 「先天道嶺南道派の展開ーその理念 と担い手を中心に」 『東方宗教』 第 99 号、

18-42頁。

志賀市子 2010 「近代中国道教史研究の最前線ー2009 年に開催された二つの シ ン ポ ジ ウ ム

よ り 」 『東方宗教』 第 116 号 S 、 109-118頁。

武内房司 20 13 「ベ ト ナムに根付 く 先天道一明師道の成立をめ ぐ っ て」 『東南 ア ジア大陸部に

おける宗教の越境現象に関する 研究 （課題番号：22251003) 平成 22 年度～平成 24 年度

科学研究費補助金基盤研究 （ A ) 成果報告書』 175 - 186頁。

奈良行博 1998 『道教聖地ー 中国大陸踏査記録』 東京 ： 平河出版社。

滸子安 （倉田明子訳） 2012 「20 世紀、 先天道の広東 ・ 香港か ら ベ ト ナムヘの伝播 と 変容」

武内房司編著 『越境する近代東ア ジア の民衆宗教一中 国 ・台湾 ・ 香港 ・ ベ ト ナムそ して 日本』

東京 ： 明石書店。

英文

Bourne, Frederick S.A. 1895. The Lo- Fou Mountains: An Excursion. (Hong Kong: Kelly & 

Walsh, Limited. 

Henry, Benjamin Couch. 1886. Ling Nam or Interior Views of Sou them China. London:S 

W.Partridge 


